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寄りそう心
愛知県・清須市立星の宮小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はやかわ),早川)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よし),佳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かつ),克)
　僕は、学校の道徳の授業で『ロレンゾの友達』という話を聞きました。ロレンゾという男の人が罪を犯したと疑われ、三人の友達がロレンゾに対してどのような行動をとるのか、そんな物語でした。

　僕がその友達だったらどうしていたでしょう。とても迷いました。友達を信じたい気持ちや裏切りたくない気持ちもあるけれど、ロレンゾが本当に罪を犯していたら、そしてそれを見逃してしまったら、自分も犯罪者になってしまいます。結局、その授業での僕の答えは“自首をすすめ、納得してもらえないようなら警察に知らせる”というものでした。身近な人が犯罪にまきこまれたらどうするべきか、考えるとこわくなりました。

　僕の父は保護司をしています。この「社会を明るくする運動」にも深く関わっています。僕は父に保護司のことをくわしく聞いてみようと思いました。

　保護司とは、罪を犯した人が立ち直って社会に復帰できるよう支え、再び同じ過ちをくり返さないようサポートするボランティアだと教わりました。父は保護司になって四年目の四十代、経験も浅く、まだまだ勉強中だと言っていました。それでも、保護観察をたん当する人やその家族の話を真けんに聞き、なやみを一人でかかえこまないように気を配っているそうです。

　父の話を聞いて、はっとしました。僕は、あのとき、ロレンゾの話を聞こうとしていたでしょうか。人づてに罪を犯したと聞いて、決めつけ、ロレンゾと向き合おうとしていなかったのではないでしょうか。

 優しくまっすぐな目で僕を見つめ、父は教えてくれました。大事にしていることは、必ず相手と同じ目線に立って耳をかたむけ、相手のちょっとした変化を見逃さないように注意すること。問題があれば、一緒に解決していこうという姿勢を忘れないこと。保護司とは、相手の心に寄りそう仕事なのだと僕は感じました。

犯罪や非行を防止し、安全で安心な明るい社会を目指して、父は日々はげんでいることを知りました。きっと大変な苦労もあるでしょう。僕は、父のことを格好良いと思うと同時に、自分も何かしてみたいと思いました。例えば、僕の学校生活において、なやみや問題をかかえているかもしれない友達がいたら、何か行動してみようと思ったのです。

僕は学校で、普段からたくさんの友達と話をします。同級生だけでなく、年下の子たちとも話します。その中で、“いつもとちょっと様子がちがうな”とか、“最近元気がないな”ということに気が付いても、これまでは、ただ見ているだけでした。でも、そっと声をかけて話を聞いてあげることができれば、その友達の心が楽になるかもしれません。
「何かあったの？僕でよければ話を聞くよ。」この一言から始めてみようと思います。
また、遊び半分で友達をからかっている場面を目にすることもあります。からかっている方は遊んでいるつもりでも、からかわれている方はいやな気持ちになっているかもしれません。実際に僕にも同じ経験がありますが、そのときは、いやだという気持ちを言い出すことができませんでした。今度、まわりの友達の似たような様子を見かけたら、
「大丈夫？本当はいやなんじゃない？」
そう話しかけて、一緒にどうすれば良いかを考えてあげられたらいいなと思います。

自分の気持ちに寄りそったり、向き合ったりしてくれる、そのような相手が見つかったとき、人の心はやわらかくなり、温かくなります。父も、
「良くない考えは、心のすき間に入ってくるよ。」
と言っていました。みんなの心が、今よりもっともっとやわらかくなり、温かくなり、すき間なく満たされていけば、社会は明るい方向へ向かっていくのではないでしょうか。

もし僕がロレンゾの友達だったら、まずはこうやって声をかけようと思います。
「君に何かあったのなら話を聞かせて。僕は君のそばにいるよ。」
と。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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